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鳥
山
　
直
也

飯
嶋
六
之
佐

鶴
田
　
航
己

今

井

　
　
基

金
野
　
泰
大

森

　
貴

史

柿
原
　
光
博

辰
巳
　
和
磨

田

崎

　
　
甫

佐
野
　
弘
宜

船
戸
　
昭
弘

原
岡
　
一
之

金
森
　
良
充

ワ
キ
ツ
レ

ワ
キ
ツ
レ

朝
倉
　
大
輔

〃

ワ
キ
ツ
レ

安

田

　
登

間 間 間

村
瀬
　
　
提

矢
野
　
昌
平

河

野
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山
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生

後
見

後
見
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水
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優

宝
生
　
和
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ワ
キ

武
田
　
孝
史

ワ
キ

大

友

　
　
順

〃 〃 〃 〃

ワ
キ

野

村

万

之

丞

野

村

　
万

蔵

野

村

拳

之

介

則
久
　
英
志

チケット料金
（税込）

一般　5,500円
学生　2,750円

（当日学生証提示）

ご購入は
オンラインチケット

または
宝生会事務局まで

　
　
　

演
　
目
　
の
　
解
　
説

　 
 
能
「

加
茂
」
（

か
も
）

　
播
州
「

室
の
明
神
」

の
神
職
は
、

同

一
体
の
由
緒
を
持
つ
都
の
「

下
加
茂
神

社
」

に
や
っ

て
来
ま
す
。

そ
こ
に
は
白

木
綿
を
廻
ら
し
、

白
羽
の
矢
を
立
て
て

祭
っ

て
あ
り
、

折
し
も
水
を
汲
む
二
人

の
女
性
に
行
き
逢
い
、

そ
の
謂
れ
を
尋

ね
る
と
、

そ
の
白
羽
の
矢
こ
そ
加
茂
の

明
神
誕
生
の
起
源
で
し
た
。

即
ち
、

水

汲
む
女
性
の
水
桶
に
、

流
れ
て
来
た
矢

を
家
に
持
ち
帰
っ

て
飾
っ

て
置
く
と
、

女
性
が
懐
妊
し
、

そ
の
子
が
三
歳
に

な
っ

た
時
、

天
に
上
が
り
別
雷
の
神
に

な
っ

た
の
で
し
た
。

二
人
の
女
性
は
神

で
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
て
去
り
、

後

半
は
御
祖
の
神
が
天
女
の
舞
を
舞
い
、

別
雷
の
神
が
豪
快
に
豊
穣
を
寿
ぎ
ま

す
。

 
　
能
「

雲
雀
山
」
（

ひ
ば
り
や

ま
）

　
右
大
臣
豊
成
は
あ
る
者
の
讒
言
を
信

じ
て
、

我
が
子
中
将
姫
を
殺
せ
と
命
じ

ま
す
。

臣
下
は
姫
に
同
情
し
て
、

雲
雀

山
に
姫
を
連
れ
て
行
き
、

乳
母
の
侍
従

を
世
話
役
に
つ
け
て
草
庵
に
住
ま
わ
せ

ま
す
。

侍
従
は
草
花
を
採
り
里
へ
出
て

そ
れ
を
売
っ

て
姫
を
育
て
て
い
ま
し
た

が
、

あ
る
と
き
豊
成
一
行
に
出
会
い
ま

す
。

豊
成
は
讒
言
を
信
じ
た
事
を
後
悔

し
て
、

臣
下
か
ら
姫
が
生
き
て
い
る
こ

と
を
知
り
、

雲
雀
山
に
や
っ

て
来
た
の

で
す
。

初
め
は
信
じ
な
か
っ

た
侍
従
で

し
た
が
、

豊
成
の
涙
を
見
て
、

最
後
に

は
姫
を
引
き
合
わ
せ
、

親
子
共
々
め
で

た
く
去
っ

て
行
き
ま
す
。

　
　
能
「

熊
坂
」
（

く
ま
さ
か
）

　
美
濃
の
国
赤
坂
辺
を
通
り
掛
っ

た
僧

は
、

あ
る
者
を
弔
っ

て
欲
し
い
と
い
う

僧
に
呼
び
止
め
ら
れ
ま
す
。

僧
が
乞
わ

れ
る
ま
ま
庵
室
に
行
く
と
仏
像
な
ど
は

な
く
、

長
刀
や
兵
具
が
た
く
さ
ん
あ

り
、

不
審
に
思
い
尋
ね
る
と
、

こ
の
辺

り
は
山
賊
や
夜
盗
が
多
く
、

襲
わ
れ
る

人
が
い
た
な
ら
助
け
に
行
く
の
だ
と
言

い
ま
す
。

語
る
内
い
つ
し
か
相
手
の
僧

も
消
え
て
、

庵
室
も
無
く
自
分
も
草
叢

に
臥
せ
っ

て
い
た
の
で
し
た
。

僧
が

弔
っ

て
い
る
と
夜
半
に
大
盗
賊
熊
坂
長

範
の
霊
が
現
れ
、

牛
若
に
討
た
れ
た
有

様
を
仕
方
話
に
語
り
ま
す
。

天
女辰

巳
大
二
郎

小
倉
伸
二
郎

金
井
　
賢
郎

藪
　
俊
太
朗

藤
井
　
秋
雅

木
谷
　
哲
也

六

月

熊

坂

雲

雀

山

加

茂

シ
テ

シ
テ

シ
テ子

方
因

幡

堂

ツ
レ

16:40

〈

　
休
　
憩
　
十
　
五
　
分
　
〉

15:05

〈

　
休
　
憩
　
十
　
五
　
分
　
〉

14:30


